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§１．研究実施の概要  

自閉症は、社会相互性障害、言語コミュニケーション障害、興味限局・常同性を 3 主徴

とする発達障害である。中でも社会相互性障害は本質的で、当事者の社会適応を深刻にさ

またげ、発達障害をとりまく社会問題の最大の要因と言えるが、この社会性障害に直接有

効な従来の薬物療法は皆無だった。実験動物グループでは、オキシトシンが社会行動異常の原

因となりうるという仮説を立て、オキシトシン分泌神経終末に存在し脱分極を感知するリアノジン受

容体に作用するサイクリックADP リボース（cADPR）を作るCD38に注目した。そしてオスマウスでも、

CD38 誘発性のオキシトシン放出が社会性に関与することを示した。さらにオキシトシン受容体の

下流にリン酸化酵素とCD38が関与することを証明し、CD38が cADPR依存的にオキシトシン分泌

を促進することを実証した。以上一連の実験によって、CD38 とその産物がオキシトシン分泌に重

要な作用を発揮し、社会行動異常の発現に重要な関わりをもつことを証明した。そこで、その産物

の類似物と非ペプチド性オキシトシンを合成し、自閉症の治療薬としての可能性を探るシステムを

作っている。臨床研究グループでは、さらにまたオキシトシン受容体遺伝子多型も扁桃体体積

のような社会性の障害の中間表現型とも、そして自閉症とも関連することを示した。これ

らの知見を基に、成人の自閉症スペクトラム障害当事者において、オキシトシン投与によ

る社会性障害の治療効果を検証し、この治療効果とオキシトシン関連分子の遺伝子多型と

の関係を、中間表現型に functional-MRI 上の脳活動変化などを用いて解明する臨床試験を開

始した。そして、家族歴、臍帯血中の関連遺伝子多型、血中オキシトシン低値、発達異常

などからオキシトシンによる治療効果が予測される例には、発達障害の臨床徴候出現後に

出来る限り早期からオキシトシンを経鼻投与する臨床試験の実現に向けて、新生児コホー

ト研究を開始した。これらの研究を進め、自閉症における社会性障害の根本的治療法創出

に結びつけるような知見を見出していく。 
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§２．研究実施体制  

（１）「金沢大学」グループ（研究機関別）研究参加者 

 氏名 所属 役職 参加時期 

○ 東田 陽博 医薬保健研究域医学系 教授 H20.10～ 

 横山  茂 医薬保健研究域医学系 准教授 H20.10～ 

 棟居 俊夫 子どものこころの発達研究センター 特任准教授/臨床教授 H20.10～ 

 
周東 智 

北海道大学大学院生命科学

院 
教授 

H20.10～ 

 橋井 美奈子 医薬保健研究域医学系 講師 H20.10～ 

* 東田 知陽 医薬保健研究域医学系 博士取得研究員 H21.4～ 

* Lopatina Olga  
Leonidovna 

医薬保健研究域医学系 
研究員 H21.4～ 

* 相川 静 医薬保健研究域医学系 技術員 H21.4～ 

 馬 文婕 医薬保健研究域医学系 博士課程 2 年生 H21.4～ 

 劉 莉 医薬保健研究域医学系 博士課程 3 年生 H21.4～ 

 Islam 
Mohammad 

Saharul 

医薬保健研究域医学系 
博士課程 4 年生 

H21.4～ 

 

① 研究項目 

 社会性（親養育行動）における母親と父親の両者の関与・役割について調べる。観察をホー

ムケージで行いながら、養育行動をスタートするきっかけとなる条件を見出す。 

 社会性を人間はコミュニケーションにより確保している。自閉症のコミュニケーション障害をマ

ウスで研究するための土台を作るため、マウスの発する超音波会話の記録装置を完成する。 

 自閉症患者とその血縁者の検体試料（血液、爪等）から DNA を抽出し、CD38 遺伝子の第 3

エクソンの塩基配列を決定し、その部位に SNP があるか否かを調べる。 

 

（２）「東京大学」グループ（研究機関別） 

① 研究参加者 

 氏名 所属 役職 参加時期 

○ 山末 英典 精神神経科 准教授 H20.10～ 

 笠井 清登 精神神経科 教授 H20.10～ 

 桑原 斉 こころの発達医学 助教 H20.10～ 

* 川久保 友紀 こころの発達医学 助教 H21.1～ 

 佐々木 由香 精神神経科 客員研究員 H20.10～ 

 渡邊 武郎 精神神経科 客員研究員 H20.10～ 

 金生 由紀子 こころの発達医学 准教授 H20.10～ 

 佐々木 司 保健センター 教授 H20.10～ 

 阿部 修 放射線科 准教授 H20.10～ 

 
 
② 研究項目 
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以下のヒト（自閉症スペクトラム障害当事者・健常者）を対象とした研究実施項目： 
 オキシトシン関連分子（CD38, オキシトシン受容体など）の遺伝子関連解析 
 社会性障害の心理課題作成、オキシトシン経鼻噴霧剤を用いた成人臨床試験 
 脳画像データ収集・解析（structural-MRI, functional-MRI, Diffusion Tensor Imaging, 

MR-Spectroscopy） 
 
（３）「昭和大学」グループ（研究機関別） 

① 研究参加者 

 氏名 所属 役職 参加時期 

○ 加藤 進昌 精神神経科 教授 H20.10～ 

 岩波  明 精神神経科 准教授 H20.10～ 

 三村  將 精神神経科 准教授 H20.10～ 

 古荘 純一 精神神経科 兼任講師 H20.10～ 

 橋本 龍一郎 精神神経科 特任講師 H22.1～ 

 白川 美也子 精神神経科 特任助教 H22.1～ 

 佐々木 司 精神神経科 客員教授 H20.10～ 

 岡井  崇 産婦人科 教授 H20.10～ 

 板橋家頭夫 小児科 教授 H20.10～ 

 塩田 清二 第一解剖学 教授 H20.10～ 

 荒川 秀俊 薬学部薬品分析化学 教授 H20.10～ 

 山形 要人 都神経研究所 部長 H20.10～ 

 氷見 敏行 武蔵野大学 教授 H20.10～ 

 丸  栄一 日本医科大学 准教授 H20.10～ 

 定松 美幸 奈良医科大学 准教授 H20.10～ 

 難波 英二 鳥取大学 教授 H20.10～ 

 北澤 茂 順天堂大学 教授 H21.4～ 

 

② 研究項目 

 研究統括 
 附属烏山病院における「アスペルガー障害研究・ケアセンター（仮称）」の立ち上げと、成人

自閉症スペクトラム障害患者のリクルート、臨床評価、遺伝子・脳画像指標の収集。 
 自閉症患者に特徴的とされるアイコンタクトの障害に着目した視線追跡の定量的評価と諸指

標との比較。 
 新生児コホート研究の倫理承認ならびに発足のための環境調整。 
 そのほかの共同研究遂行に必要な補足的基礎ならびに臨床研究。 
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§３．研究実施内容  

平成 21年度には、CD38分子について脳視床下部での検討を重ねた。サイクリックADPリボース

(cADPR)合成能を持つ CD38 は、マウスでオキシトシン含有神経との共存を観察していたので、グ

リア細胞との共存をアストロサイトやミクログリア特異抗原との共存があるか否か調査した。その結

果、多くはないが共存しており、サイクリック ADP リボースが周辺の他の細胞で作られパラクリン作

用で効果を持つことも否定できなかった 13-16）。そこで、次にヒト死後脳における情報が何も存在し

ない事から、共染色を試みた。ヒト視床下部で、CD38 とオキシトシンが共局在している事を初めて

確認し、ヒト視床下部オキシトシン神経細胞での CD38 の分泌調整の可能性を考える第一の手が

かりを得た 17）。次に、オキシトシンによるオキシトシン遊離促進（オートレギュレーション）が、オスの

社会行動に作用しているか否かを検討するため、オスマウスの視床下部細胞を培養した。オキシト

シン添加による細胞内カルシウム増加を測定し、種々の阻害剤の効果から、オキシトシン受容体

下流にタンパク質リン酸化酵素 C（PKC）や CD38 の関与を明らかにした 14)。メスの生殖活動として

の子宮収縮や射乳以外に、オスの社会性行動発現にもオキシトシンの分泌をオキシトシン自体が

促進するオートギュレーションが関与している事、その分子機構の一端を明らかにした 15,16)。 

次に、ペアリング行動実験によって、マウスの好（反）集団行動や家族形成行動などの社会性行

動を検討した。父親の家族養育行動については情報が極めて少ない。父親がどの程度、家族と

の社会交流を行うかをマウスで実験する方法を検討した。一夫一婦制をとらないが、マウスでも狭

い飼育箱に仔供とともに父親母親を飼い続けると、父親も養育することが報告されている。そこで、

そのような状態で、父親と仔供のみの条件下で、父親が巣の外におかれた仔供を口にくわえて巣

に戻す行動（リトリーブ）を観察した。母親が存在しないと、約 60％の父親はリトリーブを示し、同じ

条件下の母親よりも時間はかかるが、母親のそれと本質的に同じ行動を示した。CD38 ノックアウト

では、両方にこのような行動は観察されなかった。また、オキシトシンの注射により回復したことから、

CD38 が「両親脳」に関わるオキシトシンを介して作用する分子である事が明らかになった（未発

表）。 

さらに、ヒト CD38 遺伝子の変異と多型を自閉症当事者の末梢血液で解析し、同時に血中オキ

シトシン及びバゾプレシン量を RIAキットにて濃度を測定した。ヒトCD38は 8つのエクソンからなっ

ているので、それぞれのエクソン部を PCR にて増幅し、塩基配列から変異の有無と自閉症との関

連を調べた。更に、１０ケ所のイントロン部の一塩基多型（SNP）を選び、自閉症に特異的に相関の

ある SNP の有無を日本人とアメリカ人（JARE）自閉症 DNA サンプルで検討した 17）。また、自閉症

児に対するオキシトシン噴霧投与による社会行動の改善について、短期、長期的に臨床評価する

システムを現在模索し、非ペプチド性類似体の種々の合成上の技法を開発しているところである。

合成された類似体の活性をスクリーニングするため、ヒトオキシトシン受容体を発現する培養細胞

系は確立した 14)。 

成人ヒトレベルでの検証： 

オキシトシン受容体遺伝子多型（OXTR）を用いた関連解析  

図 6 
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 既知の SNPs との関連解析を行った 1,10,11,12)。自閉症との関連が複数報告される rs2254298

多型を含む 11 の OXTR（図 6）について、日本人健常対照 440 名、自閉症スペクトラム障

害（ASD）当事者 282 名で、rs2254298 多型を含む 4 つの多型で有意な関連を認めた 12)。 

 

OXTR と社会脳領域の体積の個体差 これまでの

検討から、脳形態や機能は、遺伝要因の影響を強

く受けるが 3,4,8)、他に年齢 5,7)や男女差 6)などの要

因も交絡し、遺伝要因との関連の検討が困難にな

りやすい。そこでさらに、OXTR rs2254298 A allele

と日本人の健常成人 208 名における脳形態との関

連を検討し、オキシトシン受容体が豊富でオキシ

トシンによる社会認知機能の促進作用を媒介する

と示唆される扁桃体体積は rs2254298 A allele を多

く持つ個体ほど有意に大きかった（図）（投稿中）。

更に画像統計解析を用いると、同多型を持つ個体は前部帯状皮質と右半球の上側頭溝後部

の体積が小さかった。さらに女性特異的に、rs2254298 A allele が少ないほど後部下前頭回の

体積が大きかった。これらの部位は体積の男女差が存在し、女性ではこれらの部位の体積

が大きいほど協調性が高いという相関を報告し（Yamasue et al., Cereb Cortex 18:2331-40, 

2008）、さらに成人 ASD 当事者の体積減少を報告した部位でもある（投稿中）。 

 

オキシトシン経鼻投与による社会認知の改善と社会脳領域の活動変化を検討する臨床試

験 

 前出の結果から、遺伝的に規定されたオキシトシンの働きやすさが社会脳領域の発達に

一部は男女で特異的に影響し、これらの脳領域を介して社会認知の個体差や男女差、そし

て男女で頻度の異なる社会性障害が規定される可能性を示唆した。さらに、オキシトシン

投与による社会性障害改善効果とこれらの脳領域の活動変化や関連分子の遺伝子多型との

関連を予測した総説１）。そこで、オキシトシン噴霧剤と社会認知を動員するオリジナルの心

理課題による f-MRI を用いた臨床試験を開始した（https://center.umin.ac.jp/cgi-open-bin/ 

/ctr/ctr.cgi?function=brows&action=brows&type=summary&recptno=R000002743&language=J）。

21 年度には 7 症例での臨床試験を実施したが有害事象は認められず、22 年度には更に症例

を増やして仮説を検証する。 

  

幼児期コホートでの検証 新生児コホートを行なうために、母子血および新生児の臍帯血

の収集とこれらの検体からの遺伝子解析、新生児のろ紙血からのオキシトシン血中濃度測

定方法を昭和大学精神科・小児科・産婦人科・薬品分析化学教室で共同開発し予備的検討

を行った。また、遺伝子解析を含む点からも発達障害を標的とした新生児コホートという

点からも倫理的問題の検討については重視し、特に入念な議論を重ねて昭和大学内で倫理

図 6 

図 8 
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委員会での承認を得た。さらに新生児・幼児の社会行動の評価指標をリストアップして臨

床データ収集の体制を整え、データ収集を開始した。 
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§４．成果発表等 

 

（４－１） 原著論文発表 

① 発表総数（発行済：） 

国内（和文）  0 件 

国際（欧文） 11 件 

 

② 未発行論文数（“accepted”、“in press”等） 

国内（和文）  0 件 

国際 （欧文） 6 件 

 

③ 論文詳細情報 

 

1. Otsuka S, Sakamoto Y, Siomi H, Itakura M, Yamamoto K, Matumoto H, Sasaki T, Kato N, and 

Nanba E. Fragile X carrier screening and FMR1 allele distribution in the Japanese population. 

Brain Dev, 31:110-4,2010. [doi]10.1016/j.braindev.2008.12.015 

2. Nakano T, Ota H, Kato N, Kitazawa S. : Deficit in visual temporal integration in autism 

spectrum disorders. . Proc. R. Soc. Lond. B, 277:1027-30, 2010, [doi]10.1098/rspb.2009.1713 

3. Kawakubo Y, Kuwabara H, Watanabe K, Minowa M, Someya T, Minowa I, Kono T, Nishida H, 

Sugiyama T, Kato N, Kasai K. Impaired prefrontal hemodynamic maturation in autism and 

unaffected siblings. PLoS One 4: e6881, 2009. [doi]10.1371/journal.pone.0006881. 

4. Inoue H, Yamasue H, Tochigi M, Suga M, Iwayama Y, Abe O, Yamada H, Rogers MA, Aoki S, 

Kato T, Sasaki T, Yoshikawa T, Kasai K. Functional (GT)n polymorphisms in promoter region 

of N-methyl-d-aspartate receptor 2A subunit (GRIN2A) gene affect hippocampal and amygdala 

volumes. Genes Brain Behav , 2009 [Epub ahead of print] . doi: 

10.1111/j.1601-183X.2009.00557.x 

5. Gonoi W, Abe O, Yamasue H, Yamada H, Masutani Y, Takao H, Kasai K, Aoki S, Ohtomo K. 

Age-related changes in regional brain volume evaluated by atlas-based method. Neuroradiology, 

2009 [Epub ahead of print] . [doi]10.1007/s00234-009-0641-5 

6. Asami T, Yamasue H, Hayano F, Nakamura M, Uehara K, Otsuka T, Roppongi T, Nihashi N, 

Inoue T, Hirayasu Y. Sexually dimorphic gray matter volume reduction in patients with panic 

disorder. Psychiatry Res 173: 128-134, 2009. [doi]10.1016/j.pscychresns.2008.10.004  

7. Takao H, Abe O, Yamasue H, Aoki S, Kasai K, Sasaki H, Ohtomo K. Aging effects on cerebral 

asymmetry: a voxel-based morphometry and diffusion tensor imaging study. Magn Reson 

Imaging 28: 65-69, 2010. [doi]10.1016/j.mri.2009.05.020  

8. Inoue H, Yamasue H, Tochigi M, Takei K, Suga M, Abe O, Yamada H, Rogers M, Aoki S, 

Sasaki T, Kasai K. Effect of tryptophan hydroxylase-2 gene variants on amygdalar and 
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hippocampal volumes. Brain Res: in press. 

9. Kanai C, Iwanami A, Ota H, Yamasue H, Matsushima E, Yokoi H, Shinohara K, Kato N. 

Clinical characteristics of adults with Asperger’s Syndrome assessed with self-report 

questionnaires, RASD, in press. 

10. Marui T, Funatogawa I, Koishi S, Yamamoto K, Matsumoto H, Hashimoto O, Nanba E, Nishida 

H, Sugiyama T, Kasai K, Watanabe K, Kano Y, Kato N, and Sasaki T. Association of the 

neuronal cell adhesion molecule (NRCAM) gene variants with autism. Int J 

Neuropsychopharmacol 12: 1-10, 2009.  [doi]10.1017/S1461145708009127  

11. Marui T, Funatogawa I, Koishi S, Yamamoto K, Matsumoto H, Hashimoto O, Jinde S, Nishida 

H, Sugiyama T, Kasai K, Watanabe K, Kano Y, and Kato N. Association between autism and 

variants in the wingless-type MMTV integration site family member 2 ( WNT2) gene. Int J 

Neuropsychopharmacol: 1-7, 2009. [doi]1 10.1017/S1461145709990903  

12. Liu X, Kawamura Y, Shimada T, Otowa T, Koishi S, Sugiyama T, Nishida H, Hashimoto O, 

Nakagami R, Tochigi M, Umekage T, Kano Y, Miyagawa T, Kato N, Tokunaga K, Sasaki T. 

Association of the oxytocin receptor (OXTR) gene polymorphisms with autism spectrum 

disorder (ASD) in the Japanese population. J Hum Genet 55: 137–141, 2010.   

[doi]10.1038/jhg.2009.140 

13. Lopatina O, Liu HX, Amina S, Hashii M, Higashida H. Oxytocin-induced elevation of 

ADP-ribosyl cyclase activity, cyclic ADP-ribose or Ca(2+) concentrations is involved in 

autoregulation of oxytocin secretion in the hypothalamus and posterior pituitary in male mice. 

Neuropharmacology. 58: 50-55, 2010.  [doi]10.1016/j.neuropharm.2009.06.012  

14. Amina S, Hashii M, Ma W-J, Yokoyama S, Lopatina O, Liu H-X, Islam MS, Higashida H. 

Intracellular calcium elevation induced by extracellular application of cyclic-ADP-ribose or 

oxytocin is temperature-sensitive in rodent NG108-15 neuronal cells withor without exogenous 

expression of human oxytocin receptors. J. Neuroendocrinol. 2010 (in press) 

15. Higashida H, Lopatina O, Yoshihara T, Pichugina YA, Soumarokov AA, Munesue T,  Minabe 

T, Kikuchi M, Korshunova N A. Salmina AB. Oxytocin signal and social behaviour: 

Comparison among adult and infant oxytocin, oxytocin receptor and Cd38 gene knockout mice. 

J. Neuroendocrinol. 2010 (in press) 

16. Salmina AB, Lopatina O, Ekimova MV, Mikhutkina MV, Higashida H.CD38/cADPR-system: 

A new player for OT secretion and regulation od social behaviour. J. Neuroendocrinol. 2010 (in 

press) 

17. ＊Munesue T. Munesue T, Yokoyama S, Nakamura K, Anitha A, YamadaK, Hayashi K, Asaka 

T, Liu HX, Jin D, Koizumi K, Islam MS, Huang JJ, Ma WJ, Hyun Kim UH, Kim SJ, Park K, 

Kim D, Kikuchi K , Ono Y, Nakatani H, Suda S, Miyachi T, Hirai H, Salmina A, Pichugina YA, 

Soumarokov AA, Takei N, Mori N, Tsujii M, Sugiyama T, Yagi K, Yamagishi M, Sasaki T, 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/19540855?itool=EntrezSystem2.PEntrez.Pubmed.Pubmed_ResultsPanel.Pubmed_RVDocSum&ordinalpos=1�
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/19540855?itool=EntrezSystem2.PEntrez.Pubmed.Pubmed_ResultsPanel.Pubmed_RVDocSum&ordinalpos=1�
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/19540855?itool=EntrezSystem2.PEntrez.Pubmed.Pubmed_ResultsPanel.Pubmed_RVDocSum&ordinalpos=1�
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Yamasue H, Kato N, Hashimoto R, Taniike M, Hayashi Y, Hamada J, Suzuki S, Ooi A, Noda M, 

Kamiyama Y, Kido MA, Lopatina O, Hashii M, Amina S, Malavasi F, Huang EJ, Zhang J, 

Shimizu N, Yoshikawa T, Matsushima A, Minabe Y, Higashida H. Two genetic variants of 

CD38 in subjects with autism spectrum disorder and controls. Neurosci. Res. 2010 (in press) 

日本人自閉症者のCD38の第3エクソンにある一塩基多型の発見と、その遺伝子を持つ

患者によるオキシトシン使用を観察した一例を報告している。 

 

（４－２） その他の著作物（総説、書籍など）  

 

総説 

1. Yamasue H, Kuwabara H, Kawakubo Y, Kasai K: Oxytocin, Sexually-dimorphic feature of 

social brain, and Autism. Psychiatry Clin Neurosci 63:129-140, 2009. [doi]: 

10.1111/j.1440-1819.2009.01944.x 

2. 加藤進昌、太田晴久、湯川慶典、五十嵐美紀、横井英樹、井手孝樹:  大人の発達障害の

ための外来とデイケアを開いて～アスペルガー症候群を中心に～. 東京の精神保健福祉 29

巻 1 号: 1-4, 2009 

3. 加藤進昌:おとなの発達障害専門外来を開いて. そだちの科学 13: 121-123, 2009 

4. 加藤進昌:  おとなの発達障害専門外来ことはじめ LD&ADHD 32: 1, 2009 

5. 加藤進昌：発達精神医学の時代 成人自閉症スペクトラムの専門外来から見えてくるもの. 

精神医学 51：312-313, 2009 

6. 加藤進昌：自閉症スペクトラムの脳科学―社会性の障害に注目して―. Brain and Nerve 

2010(印刷中) 

7. 山末英典：自閉症に認められる社会相互性の障害の脳病態解明と治療法創出へ. 実践障

害児教育 430:22-24, 2009 

8. 山末英典：自閉症スペクトラム障害の脳形態異常とその起源. 医学のあゆみ 231: 1066-1071, 

2009 

9. 山末英典「自閉症スペクトラム障害の MRI 研究：自閉症研究の最近の話題」脳と精神の医学

20:287-294,2009 

10. 山末英典：社会行動の障害の脳解剖学的基盤. 実験医学 28:713-719,2010 

11. 川久保友紀：発達障害児研究の今：何がどこまで明らかになったのか. 学校マネジメント, 

48(5), 10-13, 2009 

12. 川久保友紀：桑原斉・笠井清登 アスペルガー障害の精神生理学・神経生理学. 精神科, 

16,53-58,2010  

 

書籍 

13. Yamasue H, Kato N: Sexually dimorphism and social brain circuit: its implication to Autism, 

In: Transmitters and Modulators in Health and Disease. Springer, in press. 



 11 

14. 山末英典、加藤進昌: 発達障害の定義「画像-発達障害の脳画像所見」. 日常診療で出会

う発達障害のみかた、（編）市川宏伸・鈴村俊介 26-33, 2009 

15. 川久保友紀：発達障害児の実験心理学的アプローチ. 「障害科学の研究法」, （編）前川久

男・園山繁樹 明石書店. pp. 422-430, 2009 

16. 川久保友紀、笠井清登：自閉症の精神生理研究. 「自閉症」, （編）高木隆郎, 星和書店, 

pp.112-121, 2009  

17. 川久保友紀、金生由紀子：広汎性発達障害・自閉症関連検査. 「精神科診療データブック」, 

（編）, 中山書店, 印刷中 

18. 山末英典、桑原斉、川久保友紀、笠井清登：「脳研究について」、「自閉症」幼児期精神病か

ら発達障害へ、星和書店、2009、pp101-120. 

19. 山末英典：Chapter 11  What Can We Learn from Structural and Functional Brain Imageng

「Rutter’s Child and Adolescent Psychiatry」邦題「(仮) 児童青年精神医学」、明石書店、印

刷中 

20. 山末英典：『専門医のための精神科臨床リュミエール』16 巻 精神科医のための脳科学－こ

れだけは知っておきたい基礎知識、I. 中枢神経の構造と機能 ２．帯状皮質と情動、中山書

店、印刷中 

21. 山末英典：『専門医のための精神科臨床リュミエール』19 巻 広汎性発達障害の診断と療育-

その最前線、II. 理論編 ５. 広汎性発達障害の画像研究、中山書店、印刷中  

 

（４－３） 国際学会および主要な国内学会発表 

 

1. Kato K, Higashida H, Yamasue H, Symposium “The possible role of Oxytocin as a key 

molecule in the new treatment and in the pathogenesis of autism-spectrum disorder”,10th 

WFSBP Congress , Paris, France, June, 28, 2009 

2. 加藤進昌：成人広汎性発達障害の臨床は成り立つか？－専門外来と専門デイケアの試み

－ . 第 105 回日本精神神経学会学術総会教育講演 2009 年 8 月 21 日 神戸・国際会議場 

3. 加藤進昌：「発達障害概念が精神科診断学にもたらすもの－専門外来とデイケアでの経験か

ら－」 . 第 29 回日本精神科診断学会シンポジウム「アスペルガー症候群診断の今日的意

義」 2009 年 10 月 17 日 東京・ハイアット・リージェンシー 

4. 加藤進昌：発達障害の基礎と臨床－アスペルガー症候群を中心に－ . 第 42 回「精神神経

系薬物治療研究報告会」特別講演 2009 12 月 4 日 大阪・千里ライフサイエンスセンター 

5. 山末英典：社会性の男女差と自閉症における社会性障害の脳画像研究、第 52 回日本神経

化学会大会：日本神経化学会－日本生物学的精神医学会 合同シンポジウム、2009 年 6 月

23 日、伊香保 

6. 山末英典：社会行動の障害の脳解剖学的基盤、第 32 回日本神経科学大会シンポジウム：自

閉症と関連疾患研究の最前線、2009 年 9 月 18 日、名古屋 
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① 招待講演    （国内 25 件、国際 1 件） 

 

1. 加藤進昌：こどもの心と脳のはたらき～アスペルガー症候群の脳科学から～ . 鳥取大学心

の診療拠点病院開設記念講演会 2009 年 3 月 20 日 鳥取・米子コンベンションホール 

2. 加藤進昌：大人になった発達障害を診る . 東京精神医学会・第 1 回精神科専門医研修会

2009 年 ７月 25 日 東京大学医学部鉄門記念講堂 

3. 加藤進昌：大人の発達障害のための外来とデイケアを開いて . 平成 21 年度東京都精神保

健福祉協議会主催市民講演会 2009 年 7 月 14 日 東京・三鷹産業プラザ 

4. 加藤進昌：精神・神経科領域トラックセッション 大人の発達障害 . 関東脳核医学研究会 

2009 年 3 月 28 日 東京・九段下 

5. 加藤進昌：大人の発達障害～デイケアの臨床から～東北文化学園大学・第 7 回医療福祉フ

ォーラム 2009 、2009 年 8 月 9 日 仙台・メトロポリタン仙台 

6. 加藤進昌：大人の発達障害の接し方 . 世田谷医師会講演 2009 年 9 月 26 日 東京・渋谷

セルリアンタワー 

7. 加藤進昌：思春期からの発達障害の理解とかかわり方 . 荒川区精神保健福祉講演会 2009

年 10 月 3 日 東京・アクロスあらかわ 

8. 加藤進昌：大人のアスペルガー症候群～専門外来とデイケアを開いて～ . 第 436 回北九州

精神科集談会 2009 年 10 月 10 日 福岡・ホテルニュータガワ 

9. 加藤進昌：大人の発達がいへの理解 ～デイケアの臨床から～ . 大人の発達がい研修会 

2009 年 11 月 27 日 山形・三川町公民館ホール 

10. 加藤進昌：発達障害と臨床化学－アスペルガー症候群の早期診断を目指してー . 第 27 回

日本臨床化学会関東支部例会 2009 12 月 5 日 東京・昭和大学 1 号館 

11. 加藤進昌：大人の発達障害を理解する～その特徴と対応～ . 精神保健福祉業務従事者研

修会 2009 年 12 月 15 日 神奈川・川崎中原区役所 

12. 加藤進昌：基礎統合講義：自閉症スペクトラムの臨床研究—脳科学がどこまで迫れるか。2009

年 12 月 14 日 東京・東京大学 

13. 加藤進昌：明治安田こころの健康財団講座 アスペルガー症候群の脳科学－脳画像を中心

に－ 2009 年 12 月 12 日 東京・明治安田こころの健康財団研修室 

14. 加藤進昌：明治安田こころの健康財団講座 成人の発達障害専門外来の試み－リハビリテ

ーションの確立を求めて－. 2009 年 12 月 13 日 東京・明治安田こころの健康財団研修室 

15. 加藤進昌 発達障害 . 第 261 回関東産業健康管理研究会 2010 1 月 21 日 東京・大手町

サンケイプラザ 

16. 加藤進昌 神経倫理：外科治療における倫理的課題 . 日本てんかん外科学会 特別セッシ

ョン 2009 1 月 22 日 東京・ステーションカンファレンス 

17. 加藤進昌 大人の発達障害とは . 精神保健講演会 2010 2月 26 日 東京・練馬区関保健所 

18. 山末英典：自閉症スペクトラム障害における対人相互性の障害の脳画像研究. 浜松医科大

学精神科セミナー、2009 年 6 月 1 日、浜松 
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19. 山末英典: 「こころの発達」臨床教育センターA-コース講義 発達障害の脳画像研究、2009

年 7 月 15 日、東京 

20. 山末英典：「広汎性発達障害成人の脳画像研究からわかること」：国立精神・神経センター

「第 2 回発達障害精神医療研修」、2009 年 10 月 29 日、東京 

21. 山末英典：「発達障害と社会脳 － 脳画像の観点から」：日本学術会議神経関係 3 分科会合

同市民公開シンポジウム「社会性の脳科学」、2009 年 10 月 31 日、東京 

22. 山末英典：「対人コミュニケーションの障害について ～最新の脳科学からの理解」、日本発

達障害ネットワーク(ＪＤD ネット)第５回年次大会、2009 年 12 月 13 日、東京 

23. 山末英典：「対人交渉の困難さを生み出す神経基盤と脳の男女差」、慶應義塾大学先端生

命医科学シンポジウム兼 第 4 回人間知性研究センターシンポジウム「こころを生み出す神経

基盤の解明」、2009 年 1 月 26 日、東京 

24. 川久保友紀：発達障害の脳科学 こころの発達診療部公開シンポジウム 2010 年 1 月 10 日 

東京・東京大学安田講堂 

25. 東田陽博：「Stress-induced behavior and plasma oxytocin levels during development are 

regulated dually by breast milk and hypothalamic ADP-ribosyl cyclase of CD38 in mice」第 8

回国際下垂体後葉ホルモン会議 2009 年 9 月 4 日、北九州 

26. 東田陽博：「Oxytocin, CD38,and cyclic ADP-ribose in social recognition and social 

impairment」Russia-Japan Workshop “Integrative Neurosciences” 2009年 9月 30日、クラスノ

ヤルスク（ロシア） 

 

② 口頭講演    （国内 2 件、国際 0 件） 

 

1. 東田陽博：「CD38 は視床下部のオキシトシン分泌を介して、社会認識行動に関与する」第 82

回日本薬理学会年会 2009 年 3 月 16 日、横浜 

2. 東田陽博：「仔どもから大人までのマウスの社会認識行動と血清オキシトシン濃度は視床下

部の CD38／ADP リボース環状化酵素により制御される」第 32 回日本神経科学大会 2009

年 9 月 16 日、名古屋 

 

③ ポスター発表  （国内 1 件、国際 1 件） 

1. 加藤進昌、湯川慶典、横井英樹、五十嵐美紀、井手孝樹、加藤進昌：成人広汎性発達障害

の臨床・特徴について―専門外来開設以後1年間に臨床統計から―, 第105回日本精神神

経学会学術総会 2009 8月22日 神戸国際会議場 

2. Yokoi H, Igarashi M,Yukawa Y, Ide T, Kato N, A ｔｒｉａｌ ｏｆ ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎ ｓｅｒｖｉｃｅｓ ｆｏｒ ｓ

ｏｃｉａｌ ｓｋｉｌｌｓ ｔｅａｃｈｉｎｇ ａｎｄ ｍｉｎｄｒｅａｄｉｎｇ ｔｏ ａｄｕｌｔｓ ｗｉｔｈ ｈｉｇｈ‐ｆｕｎｃｔｉｏｎｉｎｇ ａｕｔｉｓｍ 

ｓｐｅｃｔｒｕｍ ｄｉｓｏｒｄｅｒｓ (ASD), International Conference sponsored by the European Society 

for Child and Adolescent Psychiatry, ESCAP, 22-26 August, Budapest,Hungary, 2009 
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（４－４） 知財出願 

 

① 平成２１年度特許出願内訳（国内 0 件、海外 0 件） 

1. CREST 研究期間累積件数（国内 0 件、海外 0 件） 

 

（４－５） 受賞・報道等 （公開は考えておりません） 

 

① 受賞 

② 新聞報道 

③ その他の成果発表 

1. 加藤進昌 組織人事ライブ 大人の発達障害～企業がとるべき対処法～ . ビジネス・ブレー

クスルー組織人事ライブ. スカイパーフェクテレビ 2009 ８月 18 日 （収録） 


